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本日の内容本日の内容

NACSIS-CATの現状

NACSIS-CATの課題

NACSIS-CATの将来
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NACSISNACSIS--CATCATの概要の概要

NACSIS-CAT

総合目録データベース
図書館

目録作成

目録の省力化

標準的なデータ作成

典拠コントロール

自館データの作成

図書

雑誌
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NACSISNACSIS--CATCATと関連したサービスと関連したサービス

Webcat

Webcat Plus

NACSIS-ILL

Z39.50サーバ
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NACSISNACSIS--CATCATの最近の動向の最近の動向

コーディングマニュアルの改訂

多言語対応
• 中国語資料用コーディングマニュアル (2000.1)

• 韓国・朝鮮語資料の取扱い、解説 (2002.9)

• アラビア文字資料に関する取扱い及び解説、抜粋集 (2003.7)

• タイ文字資料に関する取扱い及び解説、抜粋集 (2006.6)

• デーヴァナーガリー文字資料に関する取扱い及び解説、抜粋集
(2006.6)

各種資料
• 和漢古書に関する取扱い及び解説、抜粋集 (2003.6)

• 教科書に関する取扱い及び解説、抜粋集 (2005.3)

• 継続資料 第6,7章改訂 (2006.3)

• 展覧会カタログに関する取扱い及び解説、抜粋集 (2006.6)

• 視聴覚資料の取扱い及び解説、抜粋集 (2007.6)
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書誌課題検討プロジェクトと書誌課題検討プロジェクトとNIINIIアクションプランアクションプラン

国公私立大学図書館協力委員会常任幹事会と

国立情報学研究所の業務連絡会

書誌ユーティリティ課題検討プロジェクト（H17）

書誌ユーティリティ課題検討プロジェクト

最終報告
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NACSISNACSIS--CAT/ILLCAT/ILL運用ガイドライン運用ガイドライン

共同構築・相互利用の趣旨の周知徹底
所蔵を付けない。書誌作成をしない。

ILLで受付をしないで依頼をする。

NACSIS-CAT/ILLワークショップで検討
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外注のための仕様書モデルの提示外注のための仕様書モデルの提示

NII が各図書館の外注仕様書を収集し，「外注の

ための仕様書モデル」を提示する。

目録業務外注仕様書モデルを公開（H19.11～）
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研修の強化と資格・認定制度の提案研修の強化と資格・認定制度の提案

現行のCAT/ILL の講習会・研修の内容，実施方法を

見直し，強化するとともにデータ作成者（外注業者等も
含む）に対して資格・認定を与えて品質を維持する制
度を検討する必要がある。

「目録所在情報サービスを対象とする講習会等に関す
る検討ワーキンググループ」（H17-18）にて検討

現在の対応状況
「NACSIS-CAT/ILLセルフラーニング教材」の充実

講習会講師の新たな育成

目録業務のリーダー育成
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図書書誌レコード調整方式の改善図書書誌レコード調整方式の改善

書誌調整において、作成館に掛かる責任・負担が
大きい。

図書レコード調整方式検討ワーキング・グループ
にて検討

応急対策を実施
１：参加組織情報へのレコード調整連絡先の記入必須化

２：所蔵館数20館以下でもNIIへの修正連絡依頼を可能に

３：レコード調整用標準フォーマット（FAX，E-Mail）の作成

４：コーディングマニュアル「21.1　図書書誌レコード修正事項
一覧」の見直し

５：運用注記に関する提案
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雑誌所蔵更新への強制力雑誌所蔵更新への強制力

期限の設定や更新状況の公表，公文書による更
新作業の督促などを実施する。

雑誌所蔵データ更新キャンペーン（平成18年4月
～9月末）

「継続所蔵・未更新所蔵リスト」を送付することによ
り、雑誌所蔵データの更新を促す。
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図書館評価のための基礎的数値の開示図書館評価のための基礎的数値の開示

NACSIS-CAT/ILLの運用状況を数値で分析

業務分析表を毎年送付（平成15年度分～）

主な項目
図書書誌重複指数

図書所蔵追加指数

雑誌所蔵更新指数

ILL複写謝絶指数

ILL貸借謝絶指数

ILL平均所要日数
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参加館のアクションプラン参加館のアクションプラン

大学図書館等の参加館が主体となり、NIIと協議・

検討する組織を立ち上げる。
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システム更新・次世代目録の検討体制システム更新・次世代目録の検討体制

次世代目録WG

目録システム検討WG

連絡

調整

目録所在情報

サービスについて、

中長期的な検討

目録システムの

仕様要件の検討

参加館

意見
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システム更新・次世代目録のロードマップシステム更新・次世代目録のロードマップ

システム 備考

H19.4 現NACSIS-CAT/ILL
← Windows Vista対応

H20.4

H21.4 ← システム更新

H22.4 機能改善
新機能追加

H23.4

H24.4

H25.4 ← システム更新
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次世代目録所在情報サービスの検討内容次世代目録所在情報サービスの検討内容

目録所在情報サービスの運用体制

書誌データの発生源入力

電子情報資源管理システム（ERMS）

API公開

DB構造

図書館業務システムSaaS

National Institute of Informatics
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目録所在情報サービスの運用体制目録所在情報サービスの運用体制

NACSIS-CATのデータ入力負担の偏り、品質にば

らつきがある。
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書誌データの発生源入力書誌データの発生源入力

書籍出版時の電子的な書誌データが有効活用さ
れていない。
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ERMSERMS

電子情報資源がNACSIS-CATに登録されず、そ
の結果、電子情報資源をWebcat、NACSIS-ILL等

において、有効に活用できない。
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電子情報資源管理システム（電子情報資源管理システム（ERMSERMS）実証実験）実証実験

平成19年度から開始

目的：ERMSの国内導入可能性について具体的な知見を得る

参加機関：9大学

北海道、東北、筑波、千葉、名古屋、京都

オブザーバ：九州、慶應義塾、早稲田
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APIAPI公開公開

NACSIS-CATのデータの新たな情報提示方式を

思考した取組みへの要望がある。
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DBDB構造構造

標準化を意識したNACSIS-CATのDB構造変更の

要望がある。
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図書館業務システム図書館業務システムSaaSSaaS

NIIによる図書館業務システムの開発、ホスティン

グでの提供の要望がある。
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